
ホストタウン応援コラム

共生社会ホストタウンに登録されました
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ギョルシュルズ！（またね！） 　　　          ★オリンピック・パラリンピック支援室☎25-１６１５

盲目の国学者・塙保己一の生誕の地である本庄市は、障害者と健常者
との「共生のまちづくり」を目指してきました。市民主導により「ロー
ビジョンフットサル」日本代表チームを支援してきたこともあり、パ
ラリンピック競技である５人制サッカーの事前キャンプ地誘致に取り組
み、トルコ共和国のホストタウンに。以降、トルコ共和国との交流やパ
ラスポーツの体験教室などを実施してきました。

こうした活動を続け、２月26日、内閣官房東京オリンピック・パ
ラリンピック推進本部により、パラリンピアンの受入れを契機とし
て共生社会の実現に向けてユニバーサルデザインのまちづくり及び
心のバリアフリーの取り組みを実施する「共生社会ホストタウン」
に登録されました。

今後の活動計画は、
HP をご覧ください▶

パラテコンドー選手団が本庄で事前合宿
５人制サッカートルコ共和国代表チームは、惜しくも東京大会の出場

権を逃してしまいましたが、これまでの交流が実を結び、本庄市とトル
コテコンドー協会、早稲田大学の３者により、本市で事前合宿を実施す
る覚書を１月20日に締結しました。

「パラテコンドー」は東京大会から新たに加わった種目で、腕に障害
がある選手が足だけで攻撃する競技です。階級は男女とも３階級ずつ
で、その全ての階級にトルコ共和国代表選手の出場が決まっており、パ
ラテコンドーの強豪国としてメダル獲得が期待されています。

パラテコンドーのトルコ共和国代表選手の紹介、パラテコンドーのル
ールなどは次号以降でお知らせします。

みんなの笑顔で『ホストタウンポスターコンテスト』全国 1位に
ポスター（左ページ）のモチーフとなった「ギャザリングアート」は、国籍、性別や障害の有無など

を超え、みんなで共生社会を表すというコンセプトで1,000人を超える市民や大使館職員などの笑顔で
構成。中央にトルコ共和国国旗の三日月と星、はにぽん、四隅には目玉を連想させるトルコのお守り
「ナザールボンジュウ」を配しています。ポスターは、「ホストタウンサミット２０２１」のポスター
コンテストにおいて、全国１位を受賞。ご協力ありがとうございました。

また、これまでの情報発信の取り組みが評価され、「優良情報発信賞」（特別賞）も受賞しました。

オンラインで３者の覚書を締結

パラテコンドートルコ代表選手団

◀ブラインドサッカー
　体験教室
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